
 



 

夏、「山のシューレ」の 5日間。今年も尾崎さんご本人が〈バー・ラジオ〉のカウンターに立ってくだ

さいました。毎夜、楽しみに訪れるたくさんのゲストに、格別のおもてなし。いつも変わらない、凛と

して、にこやかなたたずまい。心を込めて作られる、多くのファンが愛するマティー二、工夫と気配

りを込めたおいしいカクテル。二期倶楽部の自家栽培のミント、那須のフルーツも味わいの演出に

一役買いました。 

ちょうど「山のシユーレ」の最終日のこと、世界を舞台に活躍する日本人の音楽家が二期倶楽部

にご宿泊で、〈バー・ラジオ〉で楽しく、一杯。帰り際、二期倶楽部の北山ひとみ代表に、こんなコメ

ントをくださったそうです。「日本には存在しないと思っていた、ホテルでのコミュニティの幸せな

〈場〉がここにはあった。また来ます」。バーにとっては「人こそが大事」とする尾崎さんのおもてなし

と「山のシューレ」の場が、またひとつ新しい出会いの物語を紡いでくれたようです。一期一会を越

えて、二期二会が叶いますように。 

 

 


